
推進調査費の活用例： 地域資源を活用した新産業創出支援センターの事業拡充の推進

コンセプト段階

・地域資源を活かした
新事業の創出、事業
拡大に向けた支援体
制の構築

構想段階

事業段階

・新事業の立ち上げ
・事業の拡大（圏域外
移出の拡大）
・製品輸出開始・拡大

地域特有の農水産物や工業加工品などの地域資源を活用した新たな事業の立ち上げを支
援するための官民連携によるセンターを創設し、ニーズに合わせた事業拡充を推進し移出・
輸出型産業の振興を図る。

新規事業創出
ブロック内産業の競争力強化

<例えば・・・＞
事業化支援センター（仮称）

○広域ブロック内の中小ベンチャー企業に対す
るマーケティング、セールス、知的財産、産学
連携に関する支援を実施。
○経済団体主導のもと、民間企業、大学、政投
銀、県関連財団等で構成される組織。

【事業化支援センター（仮称）の組織概要】

※約９０の産官が運営資金を提供。
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・人材育成事業

推進調査費の活用

【必要な調査・検討】
○中小企業のニーズ調査
○地域資源ポテンシャル調査
○組織の立ち上げ(出資要請、
定款作成、手続き等)
○社会実験
・支援対象企業の募集、広報
・支援対象企業の審査
・支援体制(チーム）の結成

等

・地域資源活用型事業
化支援センター構想



推進調査費の活用例 ： 閉鎖性水域における静脈物流システムの検討深化

コンセプト段階

構想段階

事業段階

裾野の広い製造業が多数立地している特徴を活かし、広域から海上輸送により廃棄物を大
量に集めることにより、スケールメリットが享受できるリサイクル施設の立地を図るとともに円
滑な運用のためのロジステック・システムの構築を図る。

<例えば・・・＞
閉鎖性水域におけるリサイクル情報支援システ
ム（仮称）

推進調査費の活用

【必要な調査・検討】
○産業廃棄物の広域的な異
動状況・資源循環の把握
○廃棄物排出企業、リサイ
クル事業者、地方公共団
体のニーズ把握
○静脈物流情報システムへ
のニーズ把握・概念設計
○情報システム運用に向け
た社会実験（地方公共団
体、経済団体、廃棄物処
理企業等による連携実施）
等

静脈物流シス
テムの構築

・産業集積を活かした
資源循環による環境
と経済が両立した閉
鎖性水域モデルの
確立

・資源の排出側とリサ
イクル側をつなぎ合
わせる情報基盤の
整備

・リサイクル情報支援
システムの構築・運
用
・リサイクル施設立地
のためのリサイクル・
ロジスティックパーク
の整備 資料：国土計画局



推進調査費の活用例 ： 世界遺産を核とした広域観光連携事業の推進

コンセプト段階

・ブロック内に点在する
観光資源の連携によ
る広域観光ルートの
形成

構想段階

事業段階

・観光振興と適正保全
に配慮した遺跡保全・
観光施設整備事業
・交通社会実験、施設
整備事業

地域の歴史・文化的資源の世界遺産登録決定を契機に、これを拠点とする広域観光ルート
形成を見据えた受け入れ基盤施設の整備を効率的に進めるための検討、調査、連携・調整
に必要な費用に充てる。

世界遺産を核とした
観光活性化実現

<参考：石見銀山遺跡>
○1526年に九州博多の豪商により発見されて以来
約400年にわたって採掘された鉱山跡。

○全盛期の16世紀半ばから17世紀前半にかけては
世界の算出銀の1/3を占めた日本銀の相当部分を
算出したとされる。

○銀の採掘から精錬まで行われた鉱山跡と鉱山町、
これを外敵から守った城跡、積み出し港と港町、
それを結ぶ輸送路を含めた全体が遺跡の範囲。

○銀の生産から搬出に至る鉱山経営の全体を示す
遺跡と自然環境が一体となり文化的景観を形成
している点が世界的にも貴重とされる。

○平成19年7月世界遺産に登録された。
○観光振興と遺跡の適正保存の両立、交通アクセ
ス、受け入れ宿泊施設確保など、急増する観光
客への対応が喫緊の課題となっている。

推進調査費の活用

【必要な調査・検討】
○輸送事業者のニーズ調査
○貨物の需要予測
○施設対応可能性
○施設整備計画策定検討
○採算性検討
○補助金等支援施策検討
○航空会社との調整
○地元との調整 等

・世界遺産を核とし
たブロックの広域観
光連携構想の推進

写真：国土計画局


